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注目を集めるオープンソースソフトウェアですが、公開さ

れている情報はソースコードだけではありません。

開発過程の重要な情報の多くが公開されています。

その中でバグに関する情報の取得と、その活用例を紹介

します。

はじめに
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オープンソースソフトウェアで公開されている情報

各種ドキュメント

利用者参加情報

ソースコード
#include <stdio.h>
int
main( int argc, char 
*argv[])
{
int x, y, z, i, j;
for (i=0; i<MAXPATH;i++) {

:
}
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#include <stdio.h>
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main( int argc, char 
*argv[])
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int x, y, z, i, j;
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変更履歴
(リポジトリ)

+

マニュアル

ＦＡＱ

サポートフォーラム

メーリングリスト
(アーカイブ)

バグ情報

公開されているのはソースコードだけではありません
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バグ情報って何だろう

具体的には修正が必要な事象に関する以下の情報の集まりです

バグはプログラムの問題点
• プログラムをより良くしていくため、主に開発者が利用する情報です
• 問題点の情報を開発者間や利用者との間で共有します
• 修正方法の提案や修正内容について議論ができます
• 多くのOSSプロジェクトでは一般利用者からの報告も受け付けています
• 同時に、その後の修正方法の議論や修正結果も公開されています

• 発生現象
• 重要度(深刻度)
• 発生条件・環境(OS, ハードウェア)
• 対象モジュール・機能

• 再現手順
• 回避方法
• 修正方法案
• 修正結果

他
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バグトラッキングシステム

バグ報告方法
• E-mail
• バグ情報を管理する専用のバグトラッキングシステム

バグトラッキングシステムとは
• プログラムのバグ発見時に登録し、修正状況を管理するための専用シス
テムです

• 最近はWebインターフェースを採用するものが主流です
• プロジェクトの進捗管理が可能な機能もあります

• ToDo管理やリリース予定
• バグ情報の分析、未修正一覧
• 定期的なフォローメール
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主なバグトラッキングシステム

Bugzilla http://www.bugzilla.org/

Mozilla Foundationが開発しているOSS
主な採用プロジェクト

•Mozilla project
• Linux Kernel
•Apache Project (httpd, Tomcat他)
• Samba Project

JIRA http://www.atlassian.com/software/jira/

豪 アトラシアン社が開発したプロプライエタ
リ・ソフトウェア
OSSプロジェクト等には無償で提供される
主な採用プロジェクト

• JBoss
• Spring Framework
• Apache Project (Geronimo, Struts他, 今後の主流)

そのほか
•GNU GNATS
•独自系
•他

引用: Apache Project ASF JIRＡ (https://issues.apache.org/jira/ )より

引用: Mozilla Project Bugzilla (https://bugzilla.mozilla.org/ )より
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バグトラッキングシステムの利用場面

注意
バグトラックはあくまでもバグ修正を管理するためのツールです

一般利用者のためのお助けフォーラムではありません
「単なる問い合わせ」のためにバグトラック投稿を行うと開発者に無用な作業を増
やしてしまいます

よくわからない場合は、まずユーザメーリングリスト等を活用しましょう

既存事例の調査
• 誰かが同じことをやってるかも
• 既に直っているかも
• 回避方法があるかも

新しいバグを見つけたので報告
• 修正方法がわからなくても（わかればBest)
• 開発者に伝える、会話ができる
• 今後の開発に活かしてもらえるかも
• 記録として残る

検索
コメント投稿

バグ情報

過去検索
投稿して会話

メーリングリスト

＆

やっぱり新しいバグだ

バグかもしれない
• マニュアルと動きが違う
• core dumpした
• ソースの間違いを見つけた

問題発生

Ouch!

使用者
回避策
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バグ情報の活用

バグトラックは開発者のためのシステムです

もちろん開発者にとって非常に重要な情報ですが
それだけではありません

ソースコードがわからないと利用価値がない?
開発者以外では活用できない?

ば
ぐ
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活用例
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活用例(1)定期観測

定期的に参照
障害発生防止に役立てる

予め知っていれば顕在化(実際に問題となること)を防ぐこともできる
使用中のＯＳＳにどれくらい問題が残っているのか把握できる

例えば
• 利用しているバージョン
• 特定のコンポーネントだけ参照
• クローズになった物も検索対象
• 更新された期間を指定(この1ヶ月)

問題調査時とは異なる条件でバグを検索

「今月のバグ一覧」を取得できる

引用: Apache Projecct Bugzilla ( https://issues.apache.org/bugzilla/ )より
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バグ情報の見方

修正されたバグは全てが今すぐ適用すべきものとは限りません
影響しそうなバグがあっても判断ができない場合は専門家に相談しましょう

• ユーザメーリングリストで相談
• サポートを行っている事業者

修正がたくさん…

毎月バグ一覧を見ていると…

•ドキュメントバグ
機能変更に伴う変更漏れ
単なるTypo

•コンパイルできない
特定のOSや環境、コンパイラの場合
新バージョンリリース直後に多い

•機能追加/改善
バグではないが、こうしたほうがいい

•動作上の問題解決
動作不良発生に伴う修正
実際には起きそうもないが論理的に好ましくない

•ドキュメントバグ
機能変更に伴う変更漏れ
単なるTypo

•コンパイルできない
特定のOSや環境、コンパイラの場合
新バージョンリリース直後に多い

•機能追加/改善
バグではないが、こうしたほうがいい

•動作上の問題解決
動作不良発生に伴う修正
実際には起きそうもないが論理的に好ましくない

「修正されたバグ」を分類

• 本当に問題となるのは多くの場合一部のみ
• 機能名や設定情報を自身のシステムと比べてみましょう
• 設定変更で影響を受けなくできることも多くあります

• 本当に問題となるのは多くの場合一部のみ
• 機能名や設定情報を自身のシステムと比べてみましょう
• 設定変更で影響を受けなくできることも多くあります

引用: Apache Projecct Bugzilla (https://issues.apache.org/bugzilla/)より



All Rights Reserved. Copyright © 2009, Hitachi Systems & Services, Ltd.

11

引用: Apache Projecct Bugzilla (https://issues.apache.org/bugzilla/)より

バグ情報取得の工夫
バグトラッキングシステムではＣＳＶ等で一覧を取得できるので再利用しや
すくすることも可能です

今月のバグが一目瞭然
「とりあえずこれだけはチェックしておこうか」

Apache (Bugzilla) MySQL Bugs検索画面も結果一覧
もバラバラ

別プロジェクトだから当然だが…

CSVでローカルDBに自動取り込み
今月Closeになったものを強調
独自フォーマットでHTML表示

CSVでローカルDBに自動取り込み
今月Closeになったものを強調
独自フォーマットでHTML表示

ローカル
バグDB 引用: MySQL Bugs (http://bigs.mysql.org/ )より
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バグ報告が多いということは…

利用者

バグ報告

利用者

バグ報告

利用者

バグ報告

利用者

バグ報告

利用者

バグ報告

活用例(2)統計分析

バグ情報の統計

バグ報告や修正の件数を見てみることで開発の活発さやプログラムの成熟
度の一端を知ることが出来ます

修正が多いということは…

利用者

バグ報告

•利用者も多い

•問題が多いかも?

バグ

バグ

バグバグ

バグ

バグ

バグ

バグ
•実際に問題が多
かった

•メンテナンスが
活発に行われて
いる

開発者 開発者開発者
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統計の実例

実際にＯＳＳで毎日報告される新規バグ報告と修正されたバグ
の件数を月別に集計したものを他の情報と合わせて見てみます

注意
以後の図のコメントは個人的な見解です。
プロジェクトやプログラムの客観的な評価を
示すものではありません




